
５ 平成 26 年 7 月 15 日　広報ふっさ　No.907 市役所は一部の部署で毎週土曜日開庁しています 

市民会館ワークショップ
参加者募集中！

①ミュージカルダンスワークショップ
　ミュージカルの本場ロンドンを始め、数々の舞

台に出演した福田真紀子さんをロンド

ンからお迎えし、ワークショップを開

催します。最終日に発表会を行います。

【日時・内容】下表参照

【場所】市民会館大ホール（もくせいホール）

【対象】①小学生クラス②中学生以上クラス

【定員】各クラス 20 人程度

【費用】5,000 円（全３回）

②ご当地アイドルＰＲＯＪＥＣＴ
ライブエンタテインメントワークショップ

　歌とダンスを専門講師が直接指導！！　

　マイクパフォーマンスや表現力

も学べます。最終発表会でその成

果を披露し、福生発信の魅力的な

コンサートを創りあげます！

【日時】8 月 20 日～ 12 月 3 日の間

の水曜日午後 7時～ 9時（10 月 15 日を除く）

※発表会は 12 月 6 日㈯ ( 時間未定 )

【場所】市民会館集会室、リハーサル室等

【対象】小学 6年生～ 20 歳代までの方

【定員】20 人程度

【費用】15,000 円（全 15 回＋発表会）

〈①②共通〉【申込み】往復はがきに①ワーク

ショップ名②希望クラス③住所④氏名（ふり

がな）⑤年齢（学年）⑥性別⑦電話番号⑧ダ

ンス経験歴⑨志望動機を記入し、8 月 5 日㈫
（必着）までに〒 197-0011 福生市福生 2455

福生市民会館「ワークショップ」係へ。

※申込み多数の場合抽選。

【問合せ】市民会館☎ 552･1711　　

平成 26 年度国営昭和記念公園
レインボープール割引券

この券を切り取って公園窓口に持参すれば、プール料金（入園料

含む）が割引きとなります。　　　　　　　　　　〈コピー不可〉
【大人（15 歳以上）】2,300 円⇒ 2,100 円
【こども（小 ･中学生）】1,200 円⇒ 1,000 円
【幼児（4～ 5歳）】300 円⇒ 200 円
･1 枚で 5人まで利用できます（4歳未満の人数は除く）

･他の利用券との併用はできません

･午後 2時以降はサンセットチケットをご利用ください

･有効期限は7月19日㈯～9月7日㈰までのプール営業期間中です

大人　   　人、子ども　   　人、幼児　　  人

【問合せ】国営昭和記念公園☎ 528･1751 福生市
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独
身
の
男
女
に
限
ら
ず
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
日
時
】
7
月
25
日
㈮
午
後
7

時
～
8
時(

開
場
6
時
30
分
）

白
梅
平
和
映
画
会
「

火ほ

た垂
る
の
墓
」

　

高
畑
勲
監
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・

ス
タ
ジ
オ
ジ

茶
室
福
庵
で
お
も
て
な
し　
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茶
室
福
庵
で
箏
と
語
り
が
出

会
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
怖
い
お

は
な
し
も
交
え
て
、
夏
の
夕
方

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
8
月
23
日
㈯
午
後
３

時
～
５
時

【
場
所
】
茶
室
福
庵

【
定
員
】
先
着
40
人

【
出
演
】
稲
葉
美
和
氏
（
箏
奏

者
）、
図
書
館
お
は
な
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ポ
ケ
ッ
ト
☆
ポ
ケ
ッ
ト
」

【
申
込
み
】
７
月
17
日
㈭
午

前
９
時
か
ら
公
民
館
事
務
所 

☎
552
・

２
１
１
８
へ
。

市
民
文
化
教
室【
民
謡
コ
ー
ス
】

　

「
ド
ン
パ
ン
節
」、「
尾お

わ
せ
ぶ
し

鷲
節
」

を
題
材
に
民
謡
を
学
び
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
17
日
・

24
日
・

31

日
、
９
月
７
日
・

14
日
・

21
日
・

28
日
、
10
月
５
日
・

12
日
・

19

日
の
日
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

【
場
所
】
さ
く
ら
会
館
第
２
集
会
室

【
対
象
】
市
内
在
住
・

在
勤
の

初
心
者
の
方

【
定
員
】
先
着
20
人　

【
講
師
】
近
藤
喜
吉
氏

【
申
込
み
】
７
月
17
日
㈭
午

前
９
時
か
ら
公
民
館
事
務
所 

☎
552
・

２
１
１
８
へ
。

「
戦
争
絵
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そ
の
時
代
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ド
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戦
争
絵
画
を
見
学
し
、後
日
、

学
習
会
で
戦
争
と
平
和
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
ま
す
。
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①
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月
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㈯
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浜
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午
前
９
時
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分
集
合
、
午
後
５

時
解
散
予
定

【
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東
京
国
立
近
代
美
術
館

熊
川
分
水
た
ん
け
ん
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普
段
入
れ
な
い
片
倉
跡
地
の

熊
川
分
水
に
入
り
、
ど
ん
な
生

き
物
が
い
る
か
を
調
べ
ま
す
。

【
日
時
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８
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午
前
９

時
～
正
午

【
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片
倉
跡
地
（
熊
川
元

気
ひ
ろ
ば
奥
）
の
熊
川
分
水

【
集
合
場
所
】
片
倉
跡
地
入
口

【
対
象
】
小
学
３
年
生
以
上
。

た
だ
し
、
小
学
２
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
で
参
加
可
（
親
子
・

大
人
の
み
の
参
加
も
歓
迎
。）

【
定
員
】
先
着
20
組

【
参
加
費
】
一
人
100
円(

保
険

代
）
※
当
日
集
め
ま
す
。

【
持
ち
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】
帽
子
、
濡
れ
て
も

い
い
靴
、
虫
取
り
・

魚
取
り
用

の
網
、
飲
み
物
な
ど

【
講
師
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
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境
ア
カ
デ
ミ
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（
協
力
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熊
川

分
水
に
親
し
む
会
の
皆
さ
ん
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【
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込
み
】
７
月
18
日
㈮
か

ら
公
民
館
白
梅
分
館
☎
553
・

３
４
５
４
へ
。

【
対
象
】
市
内
在
住
・

在
勤
の
方

【
定
員
】
先
着
20
人

【
費
用
】
100
円
（
保
険
代
）
※
交

通
費
、
食
事
代
、
入
場
料
（
65

歳
以
上
の
方
は
無
料
。
証
明
書

等
が
必
要
）
は
自
己
負
担
で
す
。

〈
②
学
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会
〉【
日
時
】
９
月
13

日
㈯
午
後
１
時
～
３
時

【
場
所
】
市
民
会
館
・

公
民
館

視
聴
覚
室

【
講
師
】
①
②
と
も
中
込
達
夫

氏
（
元
公
立
小
学
校
校
長
）

【
申
込
み
】
７
月
18
日
㈮
午

前
９
時
か
ら
公
民
館
事
務
所 

☎
552
・

２
１
１
８
へ
。

市民意見の概要 意見に対する市の考え方

学校との連携を中心とした食育機

能（食育教育）の更なる充実を図

るべき。(4 件）

食育展示見学ホールは見学に訪れた人が、「見て、触れて、

学べる」施設となるよう計画します。また、児童生徒が本施

設を利用し、学校における食育が一層推進されるよう小中学

校との連携に努めます。(基本計画Ｐ 13 を参照）

食物アレルギー対応食の調理・配

送については民間委託ではなく直

営としてほしい。（通常給食の運営

も直営を堅持してほしい。）(7件）

中学校給食の実施により、食数及び配送する学校数も増える

ため、新たな取り組みである食物アレルギー対応食の調理及

び配送については民間委託として検討を行います。( 基本計

画Ｐ 16 ～Ｐ 18 を参照）

給食食材の放射線量の測定をして

ほしい。(10 件）
従前通り食材産地の公表等で対応します。

食物アレルギー対応食の調理と配

送を民間委託とする場合、直営に

比べてどのようなメリット、デメリッ

トがあるのか示してほしい。(1件）

メリットは、民間のノウハウの導入や経費の節減等が考えら

れます。想定されるデメリットは特にありません。

施設にソーラーパネルや自家発電

設備を設置してほしい。(1 件）

災害時に施設を稼働させる必要性や環境に最大限配慮する必

要性から導入を検討します。特に自家発電設備については基

本計画の中で検討を行い、マイクロコージェネ設備の導入を

予定しています。(基本計画Ｐ 12・Ｐ 32 を参照）

中学校給食は「食育教育」として

教育の一環として実施してほし

い。(1 件）

「福生市学校給食の基本理念と基本方針」の基本方針（4）「学

校給食の提供を通して生涯にわたり通用する食生活習慣を育

む食育の推進」に則り実施します。（基本計画Ｐ４を参照）

中学校給食事業についての予算の

増額を希望。(1 件）
事業を適正に実施できるよう関係予算の確保に努めます。

水道水の浄水設備を設置し、学校

給食の安全を確保してほしい。(1件）

具体的な設備等の検討については基本設計の中で検討を行い

ます。

中学校給食について、弁当併用方

式としてほしい。(1 件）

教育的見地から弁当併用方式ではなく、すべての生徒が同じ

給食を食べる方式とします。

食物アレルギー対応食を実施して

ほしい。（弁当持参の児童等への

配慮もお願いしたい。）(1 件）

食物アレルギー対応食については除去食・代替食を希望制で

実施します。(基本計画Ｐ 16 ～Ｐ 18 を参照）

市民意見の概要 意見に対する市の考え方
宗教や信念に基づいた食事希望のあ

る子どもたちへの配慮を希望。(1件）

食物アレルギー対応食以外の特別食の提供につい

ては実施できません。

排水や残菜の処理、使用する洗剤、

食器や調理器具等すべてにおいて環

境や健康に配慮したものになるよう

計画してほしい。(2 件）

環境に最大限配慮する必要性を考慮し、基本設計

の中で検討を行います。

防災機能と給食機能を兼ねた新しい

施設であるので、市民が興味関心を

持てるよう定期的な防災イベントや

広報活動をしてほしい。(2 件）

多くの市民が防災知識を習得できるよう、広報活

動や災害時対応施設における防災イベントを通じ

啓発活動を行っていきます。

施設の名称について、給食を作ってい

ることがわかる名前を付けるべき。(1件）

国の補助事業のため、施設の名称については制約

があります。(基本計画Ｐ 1を参照）

食の情報発信ができる施設としてほ

しい。(1 件）

食育展示見学ホールを見学に訪れた人が、「見て、

触れて、学べる」施設となるよう計画します。また、

広報やホームページで市民に情報を発信します。

福東地区だけでなく、各地域で、学

校の家庭科室を災害時には地域の炊

き出し拠点にする等きめ細かい対応

をしてほしい。(1 件）

今後「福生市地域防災計画」、また各避難所とな

る学校ごとに作成する「避難所運営マニュアル」

の中で検討を行います。

災害時対応施設なので、職員が災害

時にも出勤できる対策が必要。(1件）

震災が発生した場合の参集についての職員へのア

ンケート調査をもとに算定したところ、85.8％の

職員が24時間以内に参集できるという結果となっ

ています。これを踏まえ、今後、「福生市事業継

続計画（ＢＣＰ）」等で検討を行います。

災害の想定として、現在も不安定な状況

にある福島第一原発や、老朽化が進む

他の原発での事故も想定すべき。(1件）

「福生市地域防災計画」に原子力災害として想定

しており、この計画に沿った対応を行います。

福生の給食はおいしいと評判です。新

しい施設では今までより大量に給食を

作ることになるので、加工品は使用しな

い等現在と同じ質を保ってほしい。(1件）

新しい施設においても、今以上においしい給食を

提供できるよう品質保持に努めていきます。( 基

本計画Ｐ 14 を参照）

現在検討している、6 種類の磁器食

器となるようにしてほしい。(1 件）

計画通りの導入を目指します。( 基本計画Ｐ 26 ～

Ｐ 27 を参照）

米飯給食を推進してほしい。(1 件）
米飯給食を推進するため、平成 25 年度に米飯給

食の回数を週2.5回から週３回に増やしています。

形が不揃いなどの地場野菜も受け入

れられる施設にしてほしい。(1 件）

規格外の野菜の入荷に対応できる設備の導入につ

いて検討を行います。(基本計画Ｐ 14 を参照）

ブ
リ
製
作
の
「
火
垂
る
の
墓
」

を
観
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。
申
込
み
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
８
月
16
日
㈯
午
前
10

時
～
11
時
30
分

【
場
所
】
公
民
館
白
梅
分
館

【
定
員
】
先
着
90
人

【
問
合
せ
】
公
民
館
白
梅
分
館

☎
553
・
３
４
５
４

【
場
所
】
さ
く
ら
会
館
第
二
集

会
室
※
費
用
無
料

【
問
合
せ
】
波
田
野
☎
090
・

４
１
２
８
・

６
８
４
４

福生市災害時対応施設整備基本計画（素案）に対する
市民意見の概要と意見に対する市の考え方を公表します

【意見募集期間】5 月 7 日～ 20 日　

【意見提出者】13 人（22 項目）

【問合せ】学校給食課給食第一係☎ 551・1344

　　　　　　　クラス       
日程・内容 ①小学生 ②中学生以上

8月 19 日㈫・レッスン 午 後 1 時
～ 3時

午後3時 30分～
5時30分8 月 20 日㈬・レッスン

8 月 21 日㈭・合同レッ
スン／発表会

午後 1時～ 5時

【市では個人住宅の耐震化を支援しています】①簡易耐震診断（無料で簡易耐震診断を行います。）②耐震診断費用の一部助成（昭和 56年以前に建築された木造二

階建て住宅の耐震診断に対して助成）③耐震改修費用の一部助成　【問合せ】①施設課建築グループ☎ 551･1972、②③まちづくり計画課計画グループ☎ 551･1952


